












はじめに 

気質(temperament)の研究を精力的に進めた Thomasと Chess によると,気質とは,何をする

かではなく,どのようにするかという,行動の仕方,行動様式を指す。気質は,養育環境など

の環境要因よりも,生来的な生物学的要因の関与が強いとも言われている。 

一方,最近の母子関係の研究から,母親と乳児は,新生児を含め,お互いに働きかけと応答を

繰り返しながら,相互の関係を作っていくことが知られてきた。 

とすれば,児の行動様式に影響を与える気質が,児と周囲の人達との関係に影響を与える可

能性が考えられるであろう。また,児の発達は,周囲の人との関係を含めた環境からの影響

も受げるものであるので,気質が児の発達に影響を及ぼす可能性も否定できなくなる。 

これまで,気質と行動・情緒面の問題との関連を取り上げた研究はみられるが,気質と発達

の関連性の研究は少ないように思われる。そこで,本研究は,発達の 1指標として言語発達

を取り上げ,乳幼児の気質と言語発達の関連性を明らかにしょうとするものである。 


